
 

 

 

 

 

 

 

 

◆ミッション 

持続可能な小諸市であるために、新たな財源確保策や公共施設の縮減、有効活

用を図るとともに、「協働による市民主体のまちづくり」を図り、市民協働で支

える健全な行財政経営を進める。また、小諸市役所が、「市民の役に立つ所」で

あるよう、人材の育成、活用を図る。 

 

◎参加と協働による市民主体のまちづくりを推進する。 

 

◎戦略的で効率的・効果的な行政経営を推進する。 

 

◎将来にわたり健全財政の維持を図る。 

 

◎市民の役に立つ職員の育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【政策６】協働・行政経営 

◆目標 

すべての主体が参加し、協働するまちづくり 

所管：総務部 
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◆方 針 

◎参加と協働による市民主体のまちづくりを推進する。 

互いに暮らしやすい地域社会を目指し、自治基本条例の基本理念である「市民

主体による参加と協働のまちづくり」を推進するため、各主体の自発的で主体的

な活動を活発にする支援を行う。 

 

 

◎戦略的で効率的・効果的な行政経営を推進する。 

戦略的で効率的・効果的な行政経営を進めるための仕組みとして、総合計画を

基軸とし、財政計画、公共施設等総合管理計画を包含した「行政マネジメントシ

ステム」の再構築を進めるとともに、持続可能な地域社会を実現するためＳＤＧ

ｓの理念を取り入れた行政経営を進める。また、コスト意識を持った事務事業の

見直し改善、アウトソーシングの導入、行政事務のＩＣＴ化等により行財政改革

を推進する。 

 

 

◎将来にわたり健全財政の維持を図る。 

健全財政を維持するための財政計画の策定と新たな予算編成の制度設計を進

めるとともに、市税をはじめとする自主財源の確保と、ふるさと納税など新たな

自主財源の確保に戦略的に取り組む。 

 

 

◎市民の役に立つ職員の育成を図る。 

小諸市役所が「市民の役に立つ所」であることを実践するために、人材育成基

本方針、人事評価制度、定員管理計画を一体的に運用し、社会的つながりの高い、

自立した意欲のある職員を育成し、効果的な人材活用を図るとともに、働き方改

革を進め、職員の力を効率的、効果的に配分する。 

 

 

 

 


